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(57)【要約】
【課題】複数の表示パネルを重ね合わせて構成された液
晶表示装置において、液晶の応答特性の違いに起因する
表示品位の低下を抑える。
【解決手段】液晶表示装置は、第１画素と、第１応答速
度の応答特性を有する第１液晶と、を含む第１表示パネ
ルと、第２画素と、前記第１応答速度とは異なる第２応
答速度の応答特性を有する第２液晶と、を含む第２表示
パネルと、を含み、前記第１画素に対する第１データ電
圧の第１書き込みタイミングと、前記第２画素に対する
第２データ電圧の第２書き込みタイミングとが、互いに
異なる。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の表示パネルが重ね合わされて配置され、それぞれの前記表示パネルに画像を表示
する表示装置であって、
　第１画素と、第１応答速度の応答特性を有する第１液晶と、を含む第１表示パネルと、
　第２画素と、前記第１応答速度とは異なる第２応答速度の応答特性を有する第２液晶と
、を含む第２表示パネルと、
　を含み、
　前記第１画素に対する第１データ電圧の第１書き込みタイミングと、前記第２画素に対
する第２データ電圧の第２書き込みタイミングとが、互いに異なる、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第１表示パネルは、さらに、第１ゲート線と第１ソース線とを含み、
　前記第２表示パネルは、さらに、第２ゲート線と第２ソース線とを含み、
　前記第１応答速度が前記第２応答速度より早い場合、前記第１ゲート線の走査タイミン
グが、前記第２ゲート線の走査タイミングより遅い、
　ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　バックライトをさらに含み、
　前記第１表示パネルは、前記第２表示パネルより前記バックライトに近い位置に配置さ
れている、
　ことを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　さらに、入力映像信号に基づいて、前記第１表示パネル用の第１画像データと、前記第
２表示パネル用の第２画像データとを生成する画像処理部を含み、
　前記画像処理部は、さらに、前記入力映像信号に基づく階調を強調する第１オーバドラ
イブ処理を実行して前記第１画像データを生成する第１オーバドライブ処理部と、前記第
１オーバドライブ処理において参照され、第１補正値が設定された第１オーバドライブ用
テーブルと、前記入力映像信号に基づく階調を強調する第２オーバドライブ処理を実行し
て前記第２画像データを生成する第２オーバドライブ処理部と、前記第２オーバドライブ
処理において参照され、第２補正値が設定された第２オーバドライブ用テーブルと、を含
み、
　前記第１補正値と前記第２補正値とは互いに異なる、
　ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　さらに、バックライトと、画素に対するデータ電圧の書き込みタイミングに合わせて前
記バックライトの一部を一時的に順次消灯させるバックライトスキャン処理と、を含み、
　前記画像処理部は、前記第１画素及び前記第２画素のそれぞれの最大透過率を取るピー
クタイミングが、前記第１画素及び前記第２画素に重なるバックライトエリアが点灯して
いる期間内に存在するように、前記第１書き込みタイミング及び前記第２書き込みタイミ
ングを調整する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　複数の表示パネルが重ね合わされて配置され、それぞれの前記表示パネルに画像を表示
する表示装置であって、
　第１画素と、第１応答速度の応答特性を有する第１液晶と、を含む第１表示パネルと、
　第２画素と、前記第１応答速度とは異なる第２応答速度の応答特性を有する第２液晶と
、を含む第２表示パネルと、
　入力映像信号に基づいて、前記第１表示パネル用の第１画像データと、前記第２表示パ
ネル用の第２画像データとを生成する画像処理部と、
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　を含み、
　前記画像処理部は、さらに、前記入力映像信号に基づく階調を強調する第１オーバドラ
イブ処理を実行して前記第１画像データを生成する第１オーバドライブ処理部と、前記第
１オーバドライブ処理において参照され、第１補正値が設定された第１オーバドライブ用
テーブルと、前記入力映像信号に基づく階調を強調する第２オーバドライブ処理を実行し
て前記第２画像データを生成する第２オーバドライブ処理部と、前記第２オーバドライブ
処理において参照され、第２補正値が設定された第２オーバドライブ用テーブルと、を含
み、
　前記第１補正値と前記第２補正値とは互いに異なる、
　ことを特徴する液晶表示装置。
【請求項７】
　前記第１応答速度が前記第２応答速度より早い場合、前記第２画像データの階調変化が
前記第１画像データの階調変化より大きくなるように、前記第１補正値及び前記第２補正
値が設定されている、
　ことを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記第１液晶はポジ型液晶であり、前記第２液晶はネガ型液晶である、
　ことを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記第１オーバドライブ処理を実行せず、前記第２オーバドライブ処理のみ実行する、
　ことを特徴とする請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記画像処理部は、さらに、前記入力映像信号に基づいて第１ガンマ処理を実行する第
１ガンマ処理部と、前記入力映像信号に基づいて第２ガンマ処理を実行する第２ガンマ処
理部と、を含み、
　前記第１オーバドライブ処理部は、前記第１ガンマ処理の後に前記第１オーバドライブ
処理を実行し、前記第２オーバドライブ処理部は、前記第２ガンマ処理の後に前記第２オ
ーバドライブ処理を実行する、
　ことを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記第１ガンマ処理部は、前記第１表示パネル用の第１ガンマ特性に基づいて前記第１
ガンマ処理を実行し、
　前記第２ガンマ処理部は、前記第１ガンマ特性とは異なる前記第２表示パネル用の第２
ガンマ特性に基づいて前記第２ガンマ処理を実行し、
　ことを特徴とする請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　複数の表示パネルが重ね合わされて配置され、それぞれの前記表示パネルに画像を表示
する表示装置であって、
　第１画素と、第１応答速度の応答特性を有する第１液晶と、を含む第１表示パネルと、
　第２画素と、前記第１応答速度よりも遅い第２応答速度の応答特性を有する第２液晶と
、を含む第２表示パネルと、
　入力映像信号に基づいて、前記第１表示パネル用の第１画像データと、前記第２表示パ
ネル用の第２画像データとを生成する画像処理部と、
　を含み、
　前記画像処理部は、前記入力映像信号に基づく階調を強調する第２オーバドライブ処理
を実行して前記第２画像データを生成する第２オーバドライブ処理部と、前記第２オーバ
ドライブ処理において参照され、第２補正値が設定された第２オーバドライブ用テーブル
と、を含む、
　ことを特徴する液晶表示装置。
【請求項１３】
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　前記第１液晶はポジ型液晶であり、前記第２液晶はネガ型液晶である、
　ことを特徴とする請求項１２に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、液晶表示装置のコントラストを向上させる技術として、２枚の表示パネルを重ね
合わせて、入力映像信号に基づいて、それぞれの表示パネルに画像を表示させる技術が提
案されている（例えば特許文献１参照）。具体的には例えば、前後に配置された２枚の表
示パネルのうち前側（観察者側）の表示パネルにカラー画像を表示し、後側（バックライ
ト側）の表示パネルに白黒画像を表示することにより、コントラストの向上を図るもので
ある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】ＷＯ２００７／０４０１３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記液晶表示装置では、後側（バックライト側）の表示パネルは、バックライトの熱を
受け易いため、前側（観察者側）の表示パネルと比較して高温になり易い。液晶は温度変
化の影響を受け易いため、２枚の表示パネルで温度環境が異なると、例えば２枚の表示パ
ネルそれぞれの液晶の応答速度が異なり、目標の表示輝度が得られず表示品位が低下する
という問題が生じる。
【０００５】
　本発明は、上記実情に鑑みてなされたものであり、その目的は、複数の表示パネルを重
ね合わせて構成された液晶表示装置において、液晶の応答特性の違いに起因する表示品位
の低下を抑えることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明に係る液晶表示装置は、複数の表示パネルが重ね合
わされて配置され、それぞれの前記表示パネルに画像を表示する表示装置であって、第１
画素と、第１応答速度の応答特性を有する第１液晶と、を含む第１表示パネルと、第２画
素と、前記第１応答速度とは異なる第２応答速度の応答特性を有する第２液晶と、を含む
第２表示パネルと、を含み、前記第１画素に対する第１データ電圧の第１書き込みタイミ
ングと、前記第２画素に対する第２データ電圧の第２書き込みタイミングとが、互いに異
なる、ことを特徴とする。
【０００７】
　本発明に係る液晶表示装置では、前記第１表示パネルは、さらに、第１ゲート線と第１
ソース線とを含み、前記第２表示パネルは、さらに、第２ゲート線と第２ソース線とを含
み、前記第１応答速度が前記第２応答速度より早い場合、前記第１ゲート線の走査タイミ
ングが、前記第２ゲート線の走査タイミングより遅くてもよい。
【０００８】
　本発明に係る液晶表示装置では、バックライトをさらに含み、前記第１表示パネルは、
前記第２表示パネルより前記バックライトに近い位置に配置されてもよい。
【０００９】
　本発明に係る液晶表示装置では、さらに、入力映像信号に基づいて、前記第１表示パネ
ル用の第１画像データと、前記第２表示パネル用の第２画像データとを生成する画像処理
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部を含み、前記画像処理部は、さらに、前記入力映像信号に基づく階調を強調する第１オ
ーバドライブ処理を実行して前記第１画像データを生成する第１オーバドライブ処理部と
、前記第１オーバドライブ処理において参照され、第１補正値が設定された第１オーバド
ライブ用テーブルと、前記入力映像信号に基づく階調を強調する第２オーバドライブ処理
を実行して前記第２画像データを生成する第２オーバドライブ処理部と、前記第２オーバ
ドライブ処理において参照され、第２補正値が設定された第２オーバドライブ用テーブル
と、を含み、前記第１補正値と前記第２補正値とは互いに異なってもよい。
【００１０】
　本発明に係る液晶表示装置では、さらに、バックライトと、画素に対するデータ電圧の
書き込みタイミングに合わせて前記バックライトの一部を一時的に順次消灯させるバック
ライトスキャン処理と、を含み、前記画像処理部は、前記第１画素及び前記第２画素のそ
れぞれの最大透過率を取るピークタイミングが、前記第１画素及び前記第２画素に重なる
バックライトエリアが点灯している期間内に存在するように、前記第１書き込みタイミン
グ及び前記第２書き込みタイミングを調整してもよい。
【００１１】
　上記課題を解決するために、本発明に係る液晶表示装置は、複数の表示パネルが重ね合
わされて配置され、それぞれの前記表示パネルに画像を表示する表示装置であって、第１
画素と、第１応答速度の応答特性を有する第１液晶と、を含む第１表示パネルと、第２画
素と、前記第１応答速度とは異なる第２応答速度の応答特性を有する第２液晶と、を含む
第２表示パネルと、入力映像信号に基づいて、前記第１表示パネル用の第１画像データと
、前記第２表示パネル用の第２画像データとを生成する画像処理部と、を含み、前記画像
処理部は、さらに、前記入力映像信号に基づく階調を強調する第１オーバドライブ処理を
実行して前記第１画像データを生成する第１オーバドライブ処理部と、前記第１オーバド
ライブ処理において参照され、第１補正値が設定された第１オーバドライブ用テーブルと
、前記入力映像信号に基づく階調を強調する第２オーバドライブ処理を実行して前記第２
画像データを生成する第２オーバドライブ処理部と、前記第２オーバドライブ処理におい
て参照され、第２補正値が設定された第２オーバドライブ用テーブルと、を含み、前記第
１補正値と前記第２補正値とは互いに異なる、ことを特徴する。
【００１２】
　本発明に係る液晶表示装置では、前記第１応答速度が前記第２応答速度より早い場合、
前記第２画像データの階調変化が前記第１画像データの階調変化より大きくなるように、
前記第１補正値及び前記第２補正値が設定されてもよい。
【００１３】
　本発明に係る液晶表示装置では、前記第１液晶はポジ型液晶であり、前記第２液晶はネ
ガ型液晶であってもよい。
【００１４】
　本発明に係る液晶表示装置では、前記第１オーバドライブ処理を実行せず、前記第２オ
ーバドライブ処理のみ実行してもよい。
【００１５】
　本発明に係る液晶表示装置では、前記画像処理部は、さらに、前記入力映像信号に基づ
いて第１ガンマ処理を実行する第１ガンマ処理部と、前記入力映像信号に基づいて第２ガ
ンマ処理を実行する第２ガンマ処理部と、を含み、前記第１オーバドライブ処理部は、前
記第１ガンマ処理の後に前記第１オーバドライブ処理を実行し、前記第２オーバドライブ
処理部は、前記第２ガンマ処理の後に前記第２オーバドライブ処理を実行してもよい。
【００１６】
　本発明に係る液晶表示装置では、前記第１ガンマ処理部は、前記第１表示パネル用の第
１ガンマ特性に基づいて前記第１ガンマ処理を実行し、前記第２ガンマ処理部は、前記第
１ガンマ特性とは異なる前記第２表示パネル用の第２ガンマ特性に基づいて前記第２ガン
マ処理を実行してもよい。
【００１７】



(6) JP 2018-159758 A 2018.10.11

10

20

30

40

50

　上記課題を解決するために、本発明に係る液晶表示装置は、複数の表示パネルが重ね合
わされて配置され、それぞれの前記表示パネルに画像を表示する表示装置であって、第１
画素と、第１応答速度の応答特性を有する第１液晶と、を含む第１表示パネルと、第２画
素と、前記第１応答速度よりも遅い第２応答速度の応答特性を有する第２液晶と、を含む
第２表示パネルと、入力映像信号に基づいて、前記第１表示パネル用の第１画像データと
、前記第２表示パネル用の第２画像データとを生成する画像処理部と、を含み、前記画像
処理部は、前記入力映像信号に基づく階調を強調する第２オーバドライブ処理を実行して
前記第２画像データを生成する第２オーバドライブ処理部と、前記第２オーバドライブ処
理において参照され、第２補正値が設定された第２オーバドライブ用テーブルと、を含む
、ことを特徴する。
【００１８】
　本発明に係る液晶表示装置では、前記第１液晶はポジ型液晶であり、前記第２液晶はネ
ガ型液晶であってもよい。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明に係る液晶表示装置によれば、複数の表示パネルを重ね合わせて構成された液晶
表示装置において、液晶の応答特性の違いに起因する表示品位の低下を抑えることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】実施形態１に係る液晶表示装置の概略構成を示す斜視図である。
【図２】実施形態１に係る液晶表示装置の概略構成を示す平面図である。
【図３】実施形態１に係る表示パネル１００の概略構成を示す平面図である。
【図４】実施形態１に係る表示パネル２００の概略構成を示す平面図である。
【図５】図３及び図４のＡ－Ａ´断面図である。
【図６】表示パネル１００及び表示パネル２００の画素配置の他の例を示す平面図である
。
【図７】実施形態１に係る画像処理部の具体的な構成を示すブロック図である。
【図８】表示パネル２００用のガンマ特性を示すグラフである。
【図９】画素の書き込みタイミングを示すタイミングチャートである。
【図１０】バックライトのスキャンタイミングと画素の書き込みタイミングとを示すタイ
ミングチャートである。
【図１１】実施形態２に係る画像処理部の具体的な構成を示すブロック図である。
【図１２】第１ＬＵＴの一例を示す図である。
【図１３】第２ＬＵＴの一例を示す図である。
【図１４】実施形態２に係る画像処理部の他の構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　本発明の実施形態について、図面を用いて以下に説明する。本発明の液晶表示装置は、
画像を表示する複数の表示パネルと、それぞれの表示パネルを駆動する複数の駆動回路（
複数のソースドライバ、複数のゲートドライバ）と、それぞれの駆動回路を制御する複数
のタイミングコントローラと、外部から入力される入力映像信号に対して画像処理を行い
、それぞれのタイミングコントローラに画像データを出力する画像処理部と、複数の表示
パネルに背面側から光を照射するバックライトと、を含んでいる。表示パネルの数は限定
されず２枚以上であればよい。また複数の表示パネルは、観察者側から見て前後方向に互
いに重ね合わされて配置されており、それぞれが画像を表示する。以下では、２枚の表示
パネルを備える液晶表示装置１０を例に挙げて説明する。
【００２２】
［実施形態１］
　図１は、実施形態１に係る液晶表示装置１０の概略構成を示す斜視図である。図１に示
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すように、液晶表示装置１０は、観察者に近い位置（前側）に配置された表示パネル１０
０と、表示パネル１００より観察者から遠い位置（後側）に配置された表示パネル２００
と、表示パネル１００及び表示パネル２００を貼り合わせる接着層４００と、表示パネル
２００の背面側に配置されたバックライト５００と、表示面側から表示パネル１００及び
表示パネル２００を覆うフロントシャーシ６００とを含んでいる。
【００２３】
　図２は、実施形態１に係る液晶表示装置１０の概略構成を示す平面図である。図２に示
すように、表示パネル１００は、第１ソースドライバ１２０と第１ゲートドライバ１３０
とを含み、表示パネル２００は、第２ソースドライバ２２０と第２ゲートドライバ２３０
とを含んでいる。また液晶表示装置１０は、第１ソースドライバ１２０及び第１ゲートド
ライバ１３０を制御する第１タイミングコントローラ１４０と、第２ソースドライバ２２
０及び第２ゲートドライバ２３０を制御する第２タイミングコントローラ２４０と、第１
タイミングコントローラ１４０及び第２タイミングコントローラ２４０に画像データを出
力する画像処理部３００と、を含んでいる。例えば、表示パネル１００は入力映像信号に
応じたカラー画像を第１画像表示領域１１０に表示し、表示パネル２００は入力映像信号
に応じた白黒画像を第２画像表示領域２１０に表示する。画像処理部３００は、外部のシ
ステム（図示せず）から送信された入力映像信号Ｄａｔａを受信し、画像処理（後述）を
実行した後、第１タイミングコントローラ１４０に第１画像データＤＡＴ１を出力し、第
２タイミングコントローラ２４０に第２画像データＤＡＴ２を出力する。また画像処理部
３００は、第１タイミングコントローラ１４０及び第２タイミングコントローラ２４０に
同期信号等の制御信号ＣＳ１，ＣＳ２（図３及び図４参照）を出力する。第１画像データ
ＤＡＴ１はカラー画像表示用の画像データであり、第２画像データＤＡＴ２は白黒画像表
示用の画像データである。画像処理部３００の具体的な構成は後述する。
【００２４】
　図３は表示パネル１００の概略構成を示す平面図であり、図４は表示パネル２００の概
略構成を示す平面図である。図５は、図３及び図４のＡ－Ａ´断面図である。
【００２５】
　図３及び図５を用いて、表示パネル１００の構成について説明する。図５に示すように
、表示パネル１００は、バックライト５００側に配置された薄膜トランジスタ基板１０１
と、観察者側に配置され、薄膜トランジスタ基板１０１に対向する対向基板１０２と、薄
膜トランジスタ基板１０１及び対向基板１０２の間に配置された液晶層１０３と、を含ん
でいる。表示パネル１００のバックライト５００側には偏光板１０４が配置されており、
観察者側には偏光板１０５が配置されている。
【００２６】
　薄膜トランジスタ基板１０１には、図３に示すように、第１方向（例えば列方向）に延
在する複数のソース線１１１と、第１方向とは異なる第２方向（例えば行方向）に延在す
る複数のゲート線１１２とが形成され、複数のソース線１１１と複数のゲート線１１２と
のそれぞれの交差部近傍に薄膜トランジスタ１１３が形成されている。表示パネル１００
を平面的に見て、隣り合う２本のソース線１１１と隣り合う２本のゲート線１１２とによ
り囲まれた領域が１つの画素１１４として規定され、該画素１１４がマトリクス状（行方
向及び列方向）に複数配置されている。複数のソース線１１１は、行方向に等間隔で配置
されており、複数のゲート線１１２は、列方向に等間隔で配置されている。薄膜トランジ
スタ基板１０１には、画素１１４ごとに画素電極１１５が形成されており、複数の画素１
１４に共通する１つの共通電極（図示せず）が形成されている。薄膜トランジスタ１１３
を構成するドレイン電極はソース線１１１に電気的に接続され、ソース電極は画素電極１
１５に電気的に接続され、ゲート電極はゲート線１１２に電気的に接続されている。
【００２７】
　図５に示すように、対向基板１０２には、各画素１１４に対応して複数の着色部１０２
ａが形成されている。各着色部１０２ａは、光の透過を遮断するブラックマトリクス１０
２ｂで囲まれており、例えば矩形状に形成されている。また、複数の着色部１０２ａは、



(8) JP 2018-159758 A 2018.10.11

10

20

30

40

50

赤色（Ｒ色）の材料で形成され、赤色の光を透過する赤色部と、緑色（Ｇ色）の材料で形
成され、緑色の光を透過する緑色部と、青色（Ｂ色）の材料で形成され、青色の光を透過
する青色部と、を含んでいる。赤色部、緑色部、及び青色部は、行方向にこの順に繰り返
し配列され、同一色の着色部１０２ａが列方向に配列され、行方向及び列方向に隣り合う
着色部１０２ａの境界部分にブラックマトリクス１０２ｂが形成されている。各着色部１
０２ａに対応して、複数の画素１１４は、図３に示すように、赤色部に対応する赤色画素
１１４Ｒと、緑色部に対応する緑色画素１１４Ｇと、青色部に対応する青色画素１１４Ｂ
と、を含んでいる。表示パネル１００では、赤色画素１１４Ｒ、緑色画素１１４Ｇ、青色
画素１１４Ｂが行方向にこの順に繰り返し配列されており、列方向には同一色の画素１１
４が配列されている。
【００２８】
　第１タイミングコントローラ１４０は、画像処理部３００から受信した第１画像データ
ＤＡＴ１と第１制御信号ＣＳ１（クロック信号、垂直同期信号、水平同期信号等）とに基
づいて、第１画像データＤＡ１と、第１ソースドライバ１２０及び第１ゲートドライバ１
３０の駆動を制御するための第１タイミング信号（データスタートパルスＤＳＰ１、デー
タクロックＤＣＫ１、ゲートスタートパルスＧＳＰ１、ゲートクロックＧＣＫ１）とを生
成する（図３参照）。第１タイミングコントローラ１４０は、第１画像データＤＡ１と、
データスタートパルスＤＳＰ１と、データクロックＤＣＫ１とを第１ソースドライバ１２
０に出力し、ゲートスタートパルスＧＳＰ１とゲートクロックＧＣＫ１とを第１ゲートド
ライバ１３０に出力する。第１タイミングコントローラ１４０の具体的な構成は後述する
。
【００２９】
　第１ソースドライバ１２０は、データスタートパルスＤＳＰ１及びデータクロックＤＣ
Ｋ１に基づいて、第１画像データＤＡ１に応じたデータ信号（データ電圧、階調電圧）を
ソース線１１１に出力する。第１ゲートドライバ１３０は、ゲートスタートパルスＧＳＰ
１及びゲートクロックＧＣＫ１に基づいて、ゲート信号（ゲート電圧）をゲート線１１２
に出力する。
【００３０】
　各ソース線１１１には、第１ソースドライバ１２０からデータ電圧が供給され、各ゲー
ト線１１２には、第１ゲートドライバ１３０からゲート電圧が供給される。共通電極には
、コモンドライバ（図示せず）から共通電圧Ｖｃｏｍが供給される。ゲート電圧（ゲート
オン電圧）がゲート線１１２に供給されると、ゲート線１１２に接続された薄膜トランジ
スタ１１３がオンし、薄膜トランジスタ１１３に接続されたソース線１１１を介して、デ
ータ電圧が画素電極１１５に供給される（画素書き込み）。画素電極１１５に供給された
データ電圧と、共通電極に供給された共通電圧Ｖｃｏｍとの差により電界が生じる。この
電界により液晶を駆動してバックライト５００の光の透過率を制御することによって画像
表示を行う。表示パネル１００では、赤色画素１１４Ｒ、緑色画素１１４Ｇ、青色画素１
１４Ｂそれぞれの画素電極１１５に接続されたソース線１１１に、所望のデータ電圧を供
給することにより、カラー画像表示が行われる。
【００３１】
　次に、図４及び図５を用いて、表示パネル２００の構成について説明する。図５に示す
ように、表示パネル２００は、バックライト５００側に配置された薄膜トランジスタ基板
２０１と、観察者側に配置され、薄膜トランジスタ基板２０１に対向する対向基板２０２
と、薄膜トランジスタ基板２０１及び対向基板２０２の間に配置された液晶層２０３と、
を含んでいる。表示パネル２００のバックライト５００側には偏光板２０４が配置されて
おり、観察者側には偏光板２０５が配置されている。表示パネル１００の偏光板１０４と
、表示パネル２００の偏光板２０５との間には、接着層４００が配置されている。
【００３２】
　薄膜トランジスタ基板２０１には、図４に示すように、列方向に延在する複数のソース
線２１１と、行方向に延在する複数のゲート線２１２とが形成され、複数のソース線２１
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１と複数のゲート線２１２とのそれぞれの交差部近傍に薄膜トランジスタ２１３が形成さ
れている。表示パネル２００を平面的に見て、隣り合う２本のソース線２１１と隣り合う
２本のゲート線２１２とにより囲まれた領域が１つの画素２１４として規定され、該画素
２１４がマトリクス状（行方向及び列方向）に複数配置されている。複数のソース線２１
１は、行方向に等間隔で配置されており、複数のゲート線２１２は、列方向に等間隔で配
置されている。薄膜トランジスタ基板２０１には、画素２１４ごとに画素電極２１５が形
成されており、複数の画素２１４に共通する１つの共通電極（図示せず）が形成されてい
る。薄膜トランジスタ２１３を構成するドレイン電極はソース線２１１に電気的に接続さ
れ、ソース電極は画素電極２１５に電気的に接続され、ゲート電極はゲート線２１２に電
気的に接続されている。
【００３３】
　図５に示すように、対向基板２０２には、各画素２１４の境界部分に対応する位置に、
光の透過を遮断するブラックマトリクス２０２ｂが形成されている。ブラックマトリクス
２０２ｂで囲まれた領域２０２ａには、着色部は形成されておらず、例えばオーバコート
膜が形成されている。なお、ブラックマトリクス２０２ｂは、各画素２１４の周りを取り
囲むように格子状に形成されていてもよいし、各薄膜トランジスタ２１３を覆うように島
状に形成されていてもよい。
【００３４】
　第２タイミングコントローラ２４０は、画像処理部３００から受信した第２画像データ
ＤＡＴ２と第２制御信号ＣＳ２（クロック信号、垂直同期信号、水平同期信号等）とに基
づいて、第２画像データＤＡ２と、第２ソースドライバ２２０及び第２ゲートドライバ２
３０の駆動を制御するための第２タイミング信号（データスタートパルスＤＳＰ２、デー
タクロックＤＣＫ２、ゲートスタートパルスＧＳＰ２、ゲートクロックＧＣＫ２）とを生
成する（図４参照）。第２タイミングコントローラ２４０は、第２画像データＤＡ２と、
データスタートパルスＤＳＰ２と、データクロックＤＣＫ２とを第２ソースドライバ２２
０に出力し、ゲートスタートパルスＧＳＰ２とゲートクロックＧＣＫ２とを第２ゲートド
ライバ２３０に出力する。第２タイミングコントローラ２４０の具体的な構成は後述する
。
【００３５】
　第２ソースドライバ２２０は、データスタートパルスＤＳＰ２及びデータクロックＤＣ
Ｋ２に基づいて、第２画像データＤＡ２に応じたデータ電圧をソース線２１１に出力する
。第２ゲートドライバ２３０は、ゲートスタートパルスＧＳＰ２及びゲートクロックＧＣ
Ｋ２に基づいて、ゲート電圧をゲート線２１２に出力する。
【００３６】
　各ソース線２１１には、第２ソースドライバ２２０からデータ電圧が供給され、各ゲー
ト線２１２には、第２ゲートドライバ２３０からゲート電圧が供給される。共通電極には
、コモンドライバから共通電圧Ｖｃｏｍが供給される。ゲート電圧（ゲートオン電圧）が
ゲート線２１２に供給されると、ゲート線２１２に接続された薄膜トランジスタ２１３が
オンし、薄膜トランジスタ２１３に接続されたソース線２１１を介して、データ電圧が画
素電極２１５に供給される（画素書き込み）。画素電極２１５に供給されたデータ電圧と
、共通電極に供給された共通電圧Ｖｃｏｍとの差により電界が生じる。この電界により液
晶を駆動してバックライト５００の光の透過率を制御することによって画像表示を行う。
第２表示パネル２００では、白黒画像表示が行われる。
【００３７】
　表示パネル１００の各画素１１４と、表示パネル２００の各画素２１４とは、互いに１
対１の関係で配置されており、平面視で互いに重なっている。例えば、図３に示す赤色画
素１１４Ｒ、緑色画素１１４Ｇ及び青色画素１１４Ｂそれぞれと、図４に示す３個の画素
２１４それぞれとが平面視で重なっている。尚、図６に示すように、表示パネル１００の
３個の画素１１４（赤色画素１１４Ｒ、緑色画素１１４Ｇ、青色画素１１４Ｂ）（図６（
ａ）参照）と、表示パネル２００の１個の画素２１４（図６（ｂ）参照）とが平面視で重
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なっていてもよい。尚、図６には、共通電極に共通電圧Ｖｃｏｍを供給する共通配線１１
６，２１６を示している。
【００３８】
　図７は、実施形態１に係る画像処理部３００の具体的な構成を示すブロック図である。
画像処理部３００は、第１ガンマ処理部３１１と、第１画像出力部３１２と、白黒画像生
成部３２１と、第２ガンマ処理部３２２と、第２画像出力部３２３と、温度判定部３３１
と、制御信号生成部３３２と、制御信号出力部３３３と、を含んでいる。画像処理部３０
０は、入力映像信号Ｄａｔａに基づいて以下の画像処理を行い、表示パネル１００用の第
１画像データＤＡＴ１（例えばカラー画像データ）と、表示パネル２００用の第２画像デ
ータＤＡＴ２（例えば白黒画像データ）とを生成する。また、画像処理部３００は、液晶
表示装置１０の状態（例えば温度環境）に応じて、表示パネル１００，２００の動作を制
御する制御信号ＳＳを生成する。
【００３９】
　具体的には、画像処理部３００は、外部のシステムから送信された入力映像信号Ｄａｔ
ａを受信すると、入力映像信号Ｄａｔａを、第１ガンマ処理部３１１と白黒画像生成部３
２１とに転送する。尚、入力映像信号Ｄａｔａは、例えば輝度情報（階調情報）と色情報
とを含んでいる。色情報は、色を指定するための情報であり、例えば、入力映像信号Ｄａ
ｔａが８ビットの場合、Ｒ色、Ｇ色、Ｂ色を含む複数色それぞれの色を０～２５５の値で
表すことができる。上記複数色には、少なくともＲ色、Ｇ色及びＢ色を含み、さらにＷ（
白）色及び／又はＹ（黄）色が含まれてもよい。以下では、一例として、上記複数色がＲ
色、Ｇ色及びＢ色である場合を挙げ、入力映像信号Ｄａｔａの色情報を、「ＲＧＢ値」（
［Ｒ値，Ｇ値，Ｂ値］）と称す。例えば、入力映像信号Ｄａｔａに対応する色が「白」の
場合、Ｒ色の値（Ｒ値）は［２５５］で表され、Ｇ色の値（Ｇ値）は［２５５］で表され
、Ｂ色の値（Ｂ値）は［２５５］で表される。すなわち、「ＲＧＢ値」は［２５５，２５
５，２５５］で表される。また入力映像信号Ｄａｔａに対応する色が「赤」の場合、「Ｒ
ＧＢ値」は［２５５，０，０］で表され、上記色が「黒」の場合、「ＲＧＢ値」は［０，
０，０］で表される。
【００４０】
　白黒画像生成部３２１は、入力映像信号Ｄａｔａを取得すると、入力映像信号Ｄａｔａ
の色情報を示す各色の値（ここではＲＧＢ値：［Ｒ値，Ｇ値，Ｂ値］）のうち最大値（Ｒ
値、Ｇ値又はＢ値）を用いて白黒画像に対応する白黒画像データを生成する。具体的には
、白黒画像生成部３２１は、各画素２１４に対応するＲＧＢ値において、該ＲＧＢ値のう
ち最大値をその画素２１４の値に設定することにより白黒画像データを生成する。白黒画
像生成部３２１は、生成した白黒画像データを第２ガンマ処理部３２２に出力する。
【００４１】
　第２ガンマ処理部３２２は、白黒画像生成部３２１から取得した白黒画像データに基づ
いて、表示パネル２００で表示する白黒画像のガンマ処理（第２ガンマ処理）を実行する
。例えば、第２ガンマ処理部３２２は、表示パネル２００用のガンマ特性に基づいて白黒
画像の階調を決定する。表示パネル２００用のガンマ特性は、例えば図８に示すように、
入力階調が所定階調（６４階調）より高い場合は、出力階調が２５６階調となる特性を有
する。第２ガンマ処理部３２２は、上記第２ガンマ処理を施した白黒画像データを、第１
ガンマ処理部３１１と第２画像出力部３２３とに出力する。
【００４２】
　第１ガンマ処理部３１１は、外部のシステムから受信した入力映像信号Ｄａｔａに対し
て、第２ガンマ処理部３２２から取得した白黒画像データに基づいて、表示パネル１００
で表示するカラー画像のガンマ処理（第１ガンマ処理）を実行する。例えば、第１ガンマ
処理部３１１は、白黒画像とカラー画像とを合成した表示画像の合成ガンマ値が２．２に
なるように、カラー画像のガンマ値を設定する。第１ガンマ処理部３１１は、上記第１ガ
ンマ処理を施したカラー画像データを第１画像出力部３１２に出力する。
【００４３】
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　第１画像出力部３１２は、カラー画像データを第１画像データＤＡＴ１として第１タイ
ミングコントローラ１４０に出力し、第２画像出力部３２３は、白黒画像データを第２画
像データＤＡＴ２として第２タイミングコントローラ２４０に出力する。
【００４４】
　温度判定部３３１は、表示パネル１００の温度と表示パネル２００の温度との差（温度
差）が、予め定められた閾値を超えたか否かを判定し、判定結果を制御信号生成部３３２
に出力する。例えば、液晶表示装置１０に設けられた温度センサ７００が、表示パネル１
００の温度と表示パネル２００の温度とを個別に測定し、温度判定部３３１が、温度セン
サ７００からそれぞれの測定データを受信する。温度判定部３３１は、受信したそれぞれ
の測定データに基づいて上記温度差を算出し、上記温度差が閾値を超えた場合、その旨を
示す判定結果ＤＲ（Ｈ）を制御信号生成部３３２に出力する。また温度判定部３３１は、
上記温度が閾値以下の場合、その旨を示す判定結果ＤＲ（Ｌ）を制御信号生成部３３２に
出力する。
【００４５】
　制御信号生成部３３２は、温度判定部３３１から判定結果ＤＲを受信すると、該判定結
果ＤＲに基づいて、表示パネル１００の画素１１４に対するデータ電圧（階調電圧）の書
き込みタイミング（以下、第１書き込みタイミングという。）と、表示パネル２００の画
素２１４に対するデータ電圧（階調電圧）の書き込みタイミング（以下、第２書き込みタ
イミングという。）とを制御するための制御信号ＳＳを生成し、該制御信号ＳＳを制御信
号出力部３３３に転送する。例えば、制御信号生成部３３２は、温度判定部３３１から判
定結果ＤＲ（Ｈ）を受信すると、制御信号ＳＳ（Ｈ）を制御信号出力部３３３に転送し、
温度判定部３３１から判定結果ＤＲ（Ｌ）を受信すると、制御信号ＳＳ（Ｌ）を制御信号
出力部３３３に転送する。制御信号出力部３３３は、制御信号生成部３３２から受信した
制御信号ＳＳを、第１タイミングコントローラ１４０及び第２タイミングコントローラ２
４０に出力する。
【００４６】
　また画像処理部３００は、第１タイミングコントローラ１４０に第１制御信号ＣＳ１を
出力し、第２タイミングコントローラ２４０に第２制御信号ＣＳ２を出力する（図３及び
図４）。
【００４７】
　画像処理部３００は、上記構成に加えて、白黒画像データに対して、輝度が大きく変化
する境界（エッジ）を検出（強調）する微分フィルタ処理（エッジ検出処理）や、各フレ
ームにおいて全ての画素に共通のフィルタサイズで高輝度領域を拡張する拡張フィルタ処
理や、各フレームにおいて全ての画素に共通の平均値フィルタを用いて平滑化する平滑化
処理等を実行してもよい。
【００４８】
　第１タイミングコントローラ１４０及び第２タイミングコントローラ２４０は、上述し
た構成に加えて、さらに、第１書き込みタイミングと第２書き込みタイミングとを調整す
る機能を備えている。具体的には、第１タイミングコントローラ１４０及び第２タイミン
グコントローラ２４０は、画像処理部３００の制御信号出力部３３３から制御信号ＳＳ（
Ｌ）を受信すると、第１書き込みタイミング及び第２書き込みタイミングが同一になるよ
うに、タイミング信号を生成して出力する。例えば、第１タイミングコントローラ１４０
は、第１タイミング信号を第１ソースドライバ１２０及び第１ゲートドライバ１３０に出
力し、第２タイミングコントローラ２４０は、第１タイミング信号の出力タイミングに同
期して、第２タイミング信号を第２ソースドライバ２２０及び第２ゲートドライバ２３０
に出力する。これにより、表示パネル１００の複数のゲート線１１２及び表示パネル２０
０の複数のゲート線２１２が、同一のタイミングで順次走査され、表示パネル１００の画
素１１４及び表示パネル２００の画素２１４のそれぞれに、同一のタイミングでデータ電
圧が書き込まれる。
【００４９】
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　ここで、表示パネル２００は、表示パネル１００よりバックライト５００に近い位置に
配置されているため、表示パネル１００より温度が高くなり易い。このため、表示パネル
２００の液晶の応答速度は、表示パネル１００の液晶の応答速度より速くなる場合がある
。この場合において、表示パネル１００の画素１１４及び表示パネル２００の画素２１４
のそれぞれに、同一のタイミングでデータ電圧を書き込んだ場合、図９（ａ）に示すよう
に、表示パネル２００における目標輝度（例えば中間調）への到達時間（到達タイミング
）が、表示パネル１００における目標輝度（例えば中間調）への到達時間（到達タイミン
グ）より速くなる。このように目標輝度への到達時間に大きな差が生じると、目標の表示
輝度（表示画像）が得られず、表示品位が低下してしまう。
【００５０】
　そこで、第１タイミングコントローラ１４０及び第２タイミングコントローラ２４０は
、上記温度差が閾値を超えたことによって画像処理部３００の制御信号出力部３３３から
制御信号ＳＳ（Ｈ）を受信した場合は、図９（ｂ）に示すように、高温側の表示パネル２
００の画素２１４における第２書き込みタイミング（図９（ｂ）のｔ２）が、低温側の表
示パネル１００の画素１１４における第１書き込みタイミング（図９（ｂ）のｔ１）より
遅くなるように、タイミング信号を生成して出力する。例えば、第１タイミングコントロ
ーラ１４０が、第１タイミング信号を第１ソースドライバ１２０及び第１ゲートドライバ
１３０に出力した後に、第２タイミングコントローラ２４０が、第２タイミング信号を第
２ソースドライバ２２０及び第２ゲートドライバ２３０に出力する。これにより、表示パ
ネル２００の複数のゲート線２１２それぞれの走査タイミングが、表示パネル１００の複
数のゲート線１１２それぞれの走査タイミングより遅くなり、第２書き込みタイミング（
図９（ｂ）のｔ２）が、第１書き込みタイミング（図９（ｂ）のｔ１）より遅くなる。こ
れにより、図９（ｂ）に示すように、表示パネル１００における目標輝度（例えば中間調
）への到達時間（到達タイミング）と、表示パネル２００における目標輝度（例えば中間
調）への到達時間（到達タイミング）とが近づく。よって、目標輝度への到達時間の差を
小さくすることができるため、表示品位の低下を抑えることができる。
【００５１】
　実施形態１に係る液晶表示装置１０は、上述した構成に加えて、さらに、バックライト
スキャン処理を実行してもよい。バックライトスキャン処理は、映像信号の走査タイミン
グ（画素に対するデータ電圧の書き込みタイミング）に合わせてバックライト（ＬＥＤ）
の一部を一時的に順次消灯させることによって動画性能を向上させる処理である。一般的
に、バックライトスキャン処理を実行すると、応答特性のずれの問題が顕著になる。そこ
で、実施形態１に係る画像処理部３００は、バックライトスキャンのタイミングに合わせ
て、上記第１書き込みタイミングと上記第２書き込みタイミングとを調整する構成とする
。具体的には、図１０に示すように、表示パネル１００の画素１１４及び表示パネル２０
０の画素２１４のそれぞれの最大透過率を取るピークタイミングが、当該画素１１４及び
画素２１４に重なるバックライトエリアが点灯している期間内に存在するように、上記第
１書き込みタイミングと上記第２書き込みタイミングとを調整する。
【００５２】
［実施形態２］
　本発明の実施形態２について、図面を用いて以下に説明する。なお、説明の便宜上、実
施形態１において示した構成要素と構成要素には同一の符号を付し、その説明を省略する
。また、実施形態１において定義した用語については特に断らない限り本実施形態におい
てもその定義に則って用いるものとする。なお、後述の各実施形態についても同様である
。
【００５３】
　図１１は、実施形態２に係る画像処理部３００の具体的な構成を示すブロック図である
。実施形態２に係る画像処理部３００は、実施形態１に係る画像処理部３００（図７参照
）に、さらに、第１オーバドライブ処理部３１３と、第１メモリ３１４と、第１オーバド
ライブ用ルックアップテーブル（第１ＬＵＴ）３１５と、第２オーバドライブ処理部３２
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４と、第２メモリ３２５と、第２オーバドライブ用ルックアップテーブル（第２ＬＵＴ）
３２６と、が追加されている。
【００５４】
　第１オーバドライブ処理部３１３は、第１ガンマ処理部３１１によって上記第１ガンマ
処理が施されたカラー画像データに対して、第１オーバドライブ処理を実行する。第１メ
モリ３１４（フレームメモリ）には、１つ前（直前）のフレームのカラー画像データが記
憶されている。第１ＬＵＴ３１５には、現在のフレーム（現フレーム）のカラー画像デー
タに対応する階調と、１つ前のフレーム（前フレーム）のカラー画像データに対応する階
調と、現フレームのカラー画像データの階調に加算する補正値とが関連付けられている。
図１２は、第１ＬＵＴ３１５の一例を示す図である。例えば、第１オーバドライブ処理部
３１３は、第１ガンマ処理部３１１から現フレームのカラー画像データを取得すると、第
１メモリ３１４から前フレームのカラー画像データを取得し、第１ＬＵＴ３１５を参照し
て所望の補正値を取得し、該補正値を現フレームのカラー画像データの階調に加算する。
尚、第１ＬＵＴ３１５の補正値は、前フレームの階調に対する現フレームの階調の変化（
階調遷移）が上昇変化（ライズ応答）の場合はプラスの値に設定され、階調遷移が下降変
化（ディケイ応答）の場合はマイナスの値に設定される。第１オーバドライブ処理部３１
３は、上記第１オーバドライブ処理を施したカラー画像データを第１画像出力部３１２に
出力する。
【００５５】
　第２オーバドライブ処理部３２４は、第２ガンマ処理部３２２によって上記第２ガンマ
処理が施された白黒画像データに対して、第２オーバドライブ処理を実行する。第２メモ
リ３２５（フレームメモリ）には、１つ前（直前）のフレームの白黒画像データが記憶さ
れている。第２ＬＵＴ３２６には、現フレームの白黒画像データの階調と、前フレームの
白黒画像データの階調と、現フレームの白黒画像データの階調に加算する補正値とが関連
付けられている。図１４は、第２ＬＵＴ３２６の一例を示す図である。例えば、第２オー
バドライブ処理部３２４は、第２ガンマ処理部３２２から現フレームの白黒画像データを
取得すると、第２メモリ３２５から前フレームの白黒画像データを取得し、第２ＬＵＴ３
２６を参照して所望の補正値を取得し、該補正値を現フレームの白黒画像データの階調に
加算する。尚、第２ＬＵＴ３２６の補正値は、前フレームの階調に対する現フレームの階
調の変化（階調遷移）が上昇変化（ライズ応答）の場合はプラスの値に設定され、階調遷
移が下降変化（ディケイ応答）の場合はマイナスの値に設定される。第２オーバドライブ
処理部３２４は、上記第２オーバドライブ処理を施した白黒画像データを第２画像出力部
３２３に出力する。
【００５６】
　ここで、第１ＬＵＴ３１５の補正値（図１２参照）と、第２ＬＵＴ３２６の補正値（図
１３参照）とは互いに異なる値に設定されている。例えば、表示パネル２００の温度が表
示パネル１００の温度より高く、表示パネル２００の液晶の応答速度が表示パネル１００
の液晶の応答速度より速くなる場合は、表示パネル１００用のカラー画像データの階調変
化が、表示パネル２００用の白黒画像データの階調変化より大きくなるように、第１ＬＵ
Ｔ３１５及び第２ＬＵＴ３２６の補正値を設定する（図１２、図１３参照）。これにより
、表示パネル１００の液晶の応答速度を速めることができるため、表示パネル１００及び
表示パネル２００における目標輝度への到達時間の差を小さくすることができ、表示品位
の低下を抑えることができる。
【００５７】
　図１１に示す構成では、実施形態１に係る画像処理部３００と同様に、表示パネル１０
０及び表示パネル２００の温度に応じて制御信号ＳＳ（Ｈ），ＳＳ（Ｌ）を出力する構成
を含んでいる。すなわち、図１１に示す構成は、上記オーバドライブ処理の機能と、上記
温度差に応じて上記第１書き込みタイミングと上記第２書き込みタイミングとを調整する
機能とを備えている。これらの機能を併用することによって、表示パネル１００及び表示
パネル２００における目標輝度への到達時間の差をより小さくすることができ、表示品位
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の低下を抑えることができる。
【００５８】
　実施形態２に係る液晶表示装置１０は上記構成に限定されない。例えば、実施形態２に
係る液晶表示装置１０において、上記第１書き込みタイミングと上記第２書き込みタイミ
ングとを調整する機能が省略されてもよい。
【００５９】
　また、図１４に示すように、制御信号生成部３３２が、制御信号ＳＳ（Ｈ），ＳＳ（Ｌ
）を、第１オーバドライブ処理部３１３及び第２オーバドライブ処理部３２４に出力する
構成としてもよい。この構成では例えば、表示パネル２００の温度が表示パネル１００の
温度よりも高くなり表示パネル１００と表示パネル２００との温度差が閾値を超えた場合
に、表示パネル１００の液晶の応答速度を表示パネル２００の液晶の応答速度に合わせる
べく、第１オーバドライブ処理部３１３が上記第１オーバドライブ処理を実行し、第２オ
ーバドライブ処理部３２４が上記第２オーバドライブ処理を実行しない構成とする。一方
、上記温度差が閾値を超えない場合は、第１オーバドライブ処理部３１３は上記第１オー
バドライブ処理を実行し、第２オーバドライブ処理部３２４は上記第２オーバドライブ処
理を実行する構成とする。これにより、温度差に応じてオーバドライブ処理を実行して液
晶の応答速度を調整することができる。
【００６０】
　また、実施形態２に係る液晶表示装置１０は、液晶の応答速度が遅い表示パネル１００
に対応する第１オーバドライブ処理のみを実行し、液晶の応答速度が速い表示パネル２０
０に対応する第２オーバドライブ処理を実行しない構成としてもよい。尚、この構成では
、第２オーバドライブ処理部３２４、第２メモリ３２５、及び第２ＬＵＴ３２６が省略さ
れてもよい。
【００６１】
　また、実施形態２に係る液晶表示装置１０は、表示パネル１００の絶対温度と表示パネ
ル２００の絶対温度を測定し、それぞれの温度に応じて、表示パネル１００のオーバドラ
イブ量（第１ＬＵＴ３１５の補正値）と、表示パネル２００のオーバドライブ量（第２Ｌ
ＵＴ３２６の補正値）とを決定してもよい。
【００６２】
　また、実施形態１に係る液晶表示装置１０において、上記温度差又は各表示パネル１０
０、２００の絶対温度に応じて、第１書き込みタイミングと第２書き込みタイミングとの
時間差を設定する構成としてもよい。また、実施形態２に係る液晶表示装置１０において
、互いに補正値が異なる複数の第１ＬＵＴ３１５と、互いに補正値が異なる複数の第２Ｌ
ＵＴ３２６とを含み、これらの中から上記温度差に応じて選択された第１ＬＵＴ３１５及
び第２ＬＵＴ３２６により第１オーバドライブ処理及び第２オーバドライブ処理を実行す
る構成としてもよい。
【００６３】
　以上に示した各実施形態では、表示パネル１００及び表示パネル２００の温度変化に起
因する液晶の応答速度の違いに着目しているが、液晶の応答速度は、他の要因によっても
変化し得る。例えば、ネガ型液晶は、一般的に、ポジ型液晶より応答速度が遅い性質を有
する。このため例えば、表示パネル１００にポジ型液晶を用い、表示パネル２００にネガ
型液晶を用いた場合において、表示パネル１００及び表示パネル２００の温度差が生じな
い環境では、常に、表示パネル１００の液晶の応答速度が、表示パネル２００の液晶の応
答速度より速くなる。このようなケースにおいては、例えば実施形態１に係る液晶表示装
置１０（図７参照）では、表示パネル１００の画素１１４における第１書き込みタイミン
グが、表示パネル２００の画素１１４における第２書き込みタイミングより遅くなるよう
にタイミング信号（データスタートパルスＤＳＰ１，ＤＳＰ２、データクロックＤＣＫ１
，ＤＣＫ２、ゲートスタートパルスＧＳＰ１，ＧＳＰ２、ゲートクロックＧＣＫ１，ＧＣ
Ｋ２）を生成すればよい。また、例えば実施形態２に係る液晶表示装置１０（図１１参照
）では、表示パネル２００用の白黒画像データの階調変化が、表示パネル１００用のカラ
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ー画像データの階調変化より大きくなるように、第１ＬＵＴ３１５及び第２ＬＵＴ３２６
の補正値を設定すればよい。また、例えば実施形態２に係る液晶表示装置１０では、ネガ
型液晶を用いた表示パネル２００に対応する第２オーバドライブ処理のみを実行してもよ
い。尚、この場合には、第１オーバドライブ処理部３１３、第１メモリ３１４、及び第１
ＬＵＴ３１５が省略されてもよい。
【００６４】
　また、上記各実施形態に係る液晶表示装置１０では、表示パネル１００及び表示パネル
２００を互いに貼り合わせる構成に限定されず、表示パネル１００及び表示パネル２００
の構成部材が互いに積層される構成であってもよい。例えば、図５に示す液晶表示装置１
０において、薄膜トランジスタ基板１０１と対向基板２０２とが１枚の基板で形成されて
もよい。
【００６５】
　また、上記各実施形態に係る液晶表示装置１０では、例えば図５に示す表示パネル２０
０において、薄膜トランジスタ基板２０１が観察者側に配置され、対向基板２０２がバッ
クライト側に配置されてもよい。
【００６６】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は上記各実施形態に限定されるも
のではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲内で上記各実施形態から当業者が適宜変更し
た形態も本発明の技術的範囲に含まれることは言うまでもない。
【符号の説明】
【００６７】
　１０　液晶表示装置、１００　表示パネル、１２０　第１ソースドライバ、１３０　第
１ゲートドライバ、１４０　第１タイミングコントローラ、２００　表示パネル、２２０
　第２ソースドライバ、２３０　第２ゲートドライバ、２４０　第２タイミングコントロ
ーラ、３００　画像処理部、３１１　第１ガンマ処理部、３１２　第１画像出力部、３１
３　第１オーバドライブ処理部、３１４　第１メモリ、３１５　第１オーバドライブ用ル
ックアップテーブル（第１ＬＵＴ）、３２１　白黒画像生成部、３２２　第２ガンマ処理
部、３２３　第２画像出力部、３２４　第２オーバドライブ処理部、３２５　第２メモリ
、３２６　第２オーバドライブ用ルックアップテーブル（第２ＬＵＴ）、３３１　温度判
定部、３３２　制御信号生成部、３３３　制御信号出力部、４００　接着層、５００　バ
ックライト、６００　フロントシャーシ。
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